
　（別紙４（２）） 事業所名：グループホーム　くすのき

目標達成計画 作成日：　令和　　６　年　５　　月　１３　　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1

入所者様の居室に入る際のノックや「失礼しま
す」等の声掛けの実施がされていない。又は不
十分である。

入居者様は在室・不在に関わらず、居室へ
入る際はノック・声掛けの徹底実施を行う。

理念に『…我が家』とある以上、入所者様の居
室には『自宅』であるという気持ちを持って実施
したい。
実施されていない場面を見かけたら、お互いに
声を掛け合って徹底を図る。

３ヶ月

2 2

以前交流のあった地域の『支援学校様』との交
流が、新型コロナウイルス感染症の影響で途絶
えている。
良好な関係にあったので、当施設から働きかけ
て以前のような良好な交流関係再構築を図りた
い。

評価機関からご指摘頂いたように、学校行
事や使節行事を相互連絡で把握、それらの
時期が近づいた際に可能な交流を図りた
い。

支援学校様の『入学式・体育大会等の各行
事』、施設側の『敬老会・クリスマス会等』の筋
目の行事に向けて、手紙の交換やオンライン交
流実施等、直ぐに出来そうな所からはじめて、
以前の様な対面交流に繋げたい。

６ヶ月

3 3

新型コロナウイルス感染症により、外出行事が
減少してしまった。
現在でもコロナ感染者の情報が途絶えることは
ないが、感染防止は徹底しながら、少しずつ外
出の機会を増やしたい。

直近では「桜の花見会」を予定していだが、
直近の天候悪化降雨により中止し、施設で
の「昼食会」のみになった。「季節を感じる外
出機会増や地域交流の増」等で、入所者様
の気分転換や季節を感じる機会にもしていく
たい。

『地域の関係者との緊密な連携構築』に努め、
可能な範囲で『各々の時期の地域行事への参
加』や、『季節の行事に地元の小学校や、保育
園との合同開催等を目指す事で、外出機会増
になり、又益々「地域に根差した施設」にもなる
のではないか。

６ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


